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象
に
な
り
得
ま
す
。
自
分
の
こ
と

だ
け
で
な
く
周
り
の
人
の
こ
と
も

考
え
た
節
度
あ
る
行
動
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

首
輪
等
に
鑑
札
、
注
射
済
票
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。
万
一
、
迷
子

に
な
っ
た
場
合
や
災
害
時
に
迷
子

札
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

　

犬
の
未
登
録
や
予
防
注
射
の
未

実
施
、
鑑
札
、
注
射
済
票
の
未
装

着
は
狂
犬
病
予
防
法
違
反
で
す
。

該
当
す
る
場
合
は
、
20
万
円
以
下

の
罰
金
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

環
境
対
策
課
環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
３

注

射

済

票

発

行

手

数

料

（
５
５
０
円
）
を
持
参
の
上
、

必
ず
注
射
済
票
（
骨
型
の
マ
ー

ク
）
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
交
付
を
受
け
な
い
と

手
続
完
了
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
そ
の
他
、
犬
の
死
亡
や
登
録
内

容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
に
も

届
出
が
必
要
で
す
。

　

病
気
等
に
よ
り
注
射
が
で
き
な

い
場
合
は
、
動
物
病
院
が
発
行
し

た
注
射
猶
予
証
明
書
を
環
境
対
策

課
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
し
て
い
た

だ
け
な
い
場
合
、
未
接
種
の
扱
い

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

フ
ン
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
の
時
に
は
フ
ン
の
処

理
道
具
を
携
帯
し
、
周
囲
の
人
が

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

家
で
は
外
へ
逃
げ
出
さ
な
い
よ

う
に
飼
い
、
散
歩
中
は
必
ず
リ
ー

ド
等
を
付
け
、
放
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
小
型
犬
で
あ
っ
て

も
、
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て

は
、
放
し
飼
い
の
犬
は
恐
怖
の
対

  

必
ず
鑑
札
・
注
射
済
票
を

必
ず
鑑
札
・
注
射
済
票
を

              
              

つ
け
ま
し
ょ
う
。

つ
け
ま
し
ょ
う
。

  

犬
を
放
し
飼
い
し
て
は

犬
を
放
し
飼
い
し
て
は

                
                

い
け
ま
せ
ん
！

い
け
ま
せ
ん
！

　　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
育
し

て
い
る
人
は
、
犬
の
登
録
（
生
涯

１
回
）
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

市
で
は
、
次
の
日
程
で
登
録
と

集
合
注
射
を
行
い
ま
す
。

 

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
犬
の

鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

着
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合

犬
の
登
録
が
済
ん
で
い
る
場
合

予
防
注
射
の
み
行
い
ま
す
。

持
ち
物

愛
犬
手
帳
、
案
内
は
が
き

集
合
注
射
料
金　

３
，
５
０
０
円

犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合

犬
の
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合

会
場
で
登
録
の
手
続
を
し
、
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
料
金　
　
　

３
，
０
０
０
円

集
合
注
射
料
金　

３
，
５
０
０
円

集
合
注
射
で
の
注
意
事
項

集
合
注
射
で
の
注
意
事
項

•

お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、

ど
の
会
場
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

•

お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

•

逃
走
等
を
防
ぐ
た
め
、
首
輪
や

リ
ー
ド
を
し
、
犬
を
制
御
で
き

る
方
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

•

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
て
く

だ
さ
い
。

•

領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
動
物

病
院
等
で
個
別
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

（
集
合
注
射
会
場
で
は
受
託
者

に
よ
る
領
収
書
の
発
行
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。）

•

雨
天
で
も
実
施
し
ま
す
が
、
警

報
発
令
や
災
害
等
に
よ
り
、
事

前
通
知
す
る
こ
と
な
く
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

動
物
病
院
で
受
け
る
場
合

動
物
病
院
で
受
け
る
場
合　
　
　
　

　
　
　
　

・
愛
犬
手
帳
、
案
内
は
が
き
を
持

参
の
上
、
予
防
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

・
市
内
の
宮
川
動
物
病
院
と
、
南

伊
豆
町
の
南
伊
豆
動
物
病
院
で

は
、
予
防
注
射
を
受
け
た
場
合

「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の

即
時
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
注
射
済
票
が
交
付
さ
れ
な
い
管

外
の
病
院
で
接
種
し
た
場
合

は
、
環
境
対
策
課
（
清
掃
セ
ン

タ
ー
内
）
に
注
射
済
証
明
書
、

実施月日 実施場所 実施時間

４月 16 日

（火）

板戸区集会所       9 ：30 ～ 9 ：50

原田区駐車場 10：10 ～ 10：40

外浦区集会所 11：00 ～ 11：20

柿崎公民館 13：00 ～ 13：30

須崎漁民会館 13：50 ～ 14：20

４月 17 日

（水）

蓮台寺公会堂  9：30 ～ 10：00

河内公会堂 10：15 ～ 10：45

稲生沢公民館 11：00 ～ 11：30

小山田公園横駐車場 13：00 ～ 13：30

中１区集会所 13：40 ～ 14：00

賀茂保健所 14：15 ～ 14：45

４月 18 日

（木）

田牛バス停横       9 ：30 ～ 9 ：50

朝日公民館 10：10 ～ 10：40

大賀茂公会堂 11：00 ～ 11：30

市民文化会館駐車場 13：30 ～ 14：30

４月 19 日

（金）

落合防災倉庫前       9 ：30 ～ 9 ：45

須原区民会館 10：00 ～ 10：20

基幹集落センタ－ 10：35 ～ 11：10

北湯ケ野集会所 11：30 ～ 11：50

横川・千代田屋前 13：40 ～ 14：00

加増野バス停横 14：15 ～ 14：30

令和６年度　犬の登録と狂犬病予防注射日程表  

犬
の
登
録
と

犬
の
登
録
と

  

狂
犬
病
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
注
射
を

          
          

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く

  

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

新
庁
舎
整
備
事
業

新
庁
舎
整
備
事
業

問
合
せ
先　

企
画
課
庁
舎
建
設
係　

☎
㉒
２
２
１
２

問
合
せ
先　

企
画
課
庁
舎
建
設
係　

☎
㉒
２
２
１
２

４
月
30
日
（
火
）

新
庁
舎
一
部
開
庁

　

新
庁
舎
の
う
ち
旧
校
舎

活
用
棟
は
、
改
修
工
事
が

大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、

こ
の
３
月
末
に
完
了
す
る

予
定
で
す
。
並
行
し
て
引

越
等
の
準
備
を
進
め
て
、

令
和
６
年
４
月
30
日
に
開

庁
す
る
予
定
で
す
。

今
後
の
流
れ

　

旧
校
舎
活
用
棟
が
開
庁

し
て
か
ら
２
年
間
は
、
東

本
郷
に
あ
る
現
庁
舎
と
河

内
地
区
の
庁
舎
と
分
庁
体

制
に
な
り
、
部
署
は
下
図

の
配
置
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
旧
稲
生

沢
中
学
校
敷
地
に
建
設

す
る
新
築
棟
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
令
和
６
年

夏
頃
の
着
工
を
目
指
し

て
、
入
札
手
続
等
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

令和６年４月 30 日～令和８年春までの部署配置

東本郷　現庁舎

市民保健課（住民票・国保・介護）

福祉事務所（障害・福祉・生活保護）

税務課（課税・納税・滞納整理）

出納室（公金の出納）

総務課（情報公開・統計）

選挙管理委員会（各種選挙・国民審査）

四丁目　中央公民館１階

教育委員会

学校教育課（学校・子育て）

生涯学習課（文化財・スポーツ）

河内　新庁舎

市長室・副市長室

企画課（ふるさと納税・区長会）

財務課（予算編成・入札事務）

観光交流課（観光 PR・海水浴場）

産業振興課（農業振興・漁港）

防災安全課（防災対策・交通安全）

建設課（道路・河川・都市計画）

議会事務局（議場・議会運営）

監査委員事務局（出納、決算審査）

蓮台寺駅

伊豆急下田駅

136 135

414

詳しい各課のご案内は

下記 QR コードから
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　　防災かわら版～わたしの避難計画を作成してみよう～防災かわら版～わたしの避難計画を作成してみよう～
問合せ先問合せ先　　防災安全課防災係（窓口⑩）　☎防災安全課防災係（窓口⑩）　☎㊱㊱４１４５４１４５

わたしの避難計画とは？

住宅用火災警報器を設置しよう！点検しよう！

　消防法改正により、すべての一般住宅に設置することが義務づけられてから 10

年以上が経過しました。下田消防本部としましては、住宅用火災警報器の作動確認

の実施など適切な維持管理をお願いしているところです。 また、住宅用火災警報

器が未設置のご家庭は、大切な家族やご自身の生命と財産を守るためにも早期に設

置しましょう。

（全国平均 84.3％　静岡県平均 85％　下田消防管内 75％：令和５年６月時点）

各市町の住宅用火災警報器アンケート調査を実施いたします。

下記のＱＲコード又はＵＲＬで簡単に回答できますのでみなさまのご協力をお願いします。

住宅用火災警報器の設置場所・取付位置・警報器の種類

・寝室として使用する部屋　　　　

・寝室が２階以上にある場合は、その階の階段上部

※寝室及び階段には煙を感知するタイプの警報器の設置が必要です。

市販されている感知器はほとんどのものが電池式のタイプで簡単に設置することができます。

・住宅用火災警報器は、電気店、ホームセンターなどで販売しています。

こちらの QR コード又は URL か

ら回答をお願いします

問合せ先　下田消防本部予防課　☎㉒１８４９問合せ先　下田消防本部予防課　☎㉒１８４９

●取付けが義務付けられている所

●取付けをおすすめする所

住宅用火災警報器のアンケート調査にご協力ください

（調査期間：３月 31 日まで）

https://logoform.jp/form/NKUD/213210

ＱＲコード

ＵＲＬ

作成ガイド
　（本郷、中、高馬、立野地区版）

　身の回りの災害リスクに備えて「どのタイミング」で「どこに」避難するか、

あらかじめ整理するためのものです。

【作成手順について】

手順１：家族状況の確認

家族の中で避難に時間がかかる人がいるか確認します。避難に時間がかかる場

合、早めの避難を心がけ、支援が必要な場合には支援してもらう方を決めてお

願いしておきましょう。

手順２：風水害時のリスク確認

２ページの土砂災害・洪水ハザードマップから自宅を探し、災害のリスクを確

認しましょう。

手順３：風水害時の避難について確認

手順２の情報をもとに、３ページのフローチャート（流れ図）で避難先、避難

のタイミング、情報収集手段について確認しましょう。確認できたら、本体の「大

雨のとき」の欄に記入しましょう。

手順４：津波災害時のリスク確認

４ページの津波ハザードマップから自宅を探し、津波浸水想定区域と津波到達

時間について確認しましょう。自宅が見つけにくい場合は、本体裏面の拡大図

をご利用ください。

手順５：津波からの避難について確認

津波が到達する地域にお住いの場合には、何分以内に最寄りの避難先に到着す

るかを本体の「巨大地震のとき」に記入します。自宅に津波の到達が想定され

ない場合は、区や町内会で決められている避難先を記入します。

「わたしの避難計画」は各地区のものを作成しています（津波浸水想定区域外の

地区については風水害の避難について作成できるようになっています）。

防災安全課窓口（窓口⑩）で配布していますので、必要な方はご相談ください。

【配布について】

４ページ

３ページ

２ページ

▼通常の壁面からの取付位置

火災報知器の中心を壁

から60cm以上離します。

▼梁などがある場合の取付位置

火災報知器の中心を

梁から60cm以上離

します。

▼エアコンなどの吹き出し口付近の取付位置

換気扇やエアコンの吹き

出し口から1.5m以

上離します。

< 壁面の場合 >

天井から15～50cm以内

に火災報知器の中心がく

るように取り付けます。

<天井の場合>
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３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

就
職
や
退
職
、
住
所
変
更
な
ど
に

よ
り
、
健
康
保
険
が
変
更
に
な
る

こ
と
が
多
い
時
期
で
す
。

　

社
会
保
険
等
の
加
入
、
脱
退
の

手
続
は
職
場
が
行
い
ま
す
が
、
国

民
健
康
保
険
は
ご
自
身
で
手
続
を

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
切
替
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
場

合
で
も
引
き
続
き
加
入
・
脱
退

の
手
続
き
は
必
要
で
す
。

◎
届
出
が
遅
れ
る
と

　

加
入
の
手
続
が
遅
れ
る
と
、
医

療
機
関
で
の
支
払
い
が
10
割
負
担

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
を
数
か
月
分
ま

と
め
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

な
お
、脱
退
の
手
続
が
遅
れ
る
と
、

国
民
健
康
保
険
税
と
社
会
保
険
料
を

二
重
に
支
払
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
学
生
用
の
保
険
証
（
毎
年
４
月

に
更
新
手
続
が
必
要
）

　

市
外
に
住
所
を
変
更
す
る
学
生

の
た
め
に
、
学
生
用
の
保
険
証
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

既
に
学
生
用
の
保
険
証
を
持
っ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
３
月
中

に
更
新
手
続
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険の国民健康保険の

手続は手続は

ご自身で！ご自身で！

□他の市町村から転入した
→加入手続 （必要なもの ：身分証明書）

□他の市町村に転出する
→脱退手続 （必要な物 ： 身分証明書、 国保の

保険証）

□職場の保険をやめた（扶養含）
→加入手続 （必要な物 ： 身分証明書、 職場の

保険をやめた証明書）

□職場の保険に加入した
→脱退手続 （必要な物 ：身分証明書、 国保と職

場の保険証又は職場の保険に入った証明書）

□大学等へ進学のために転出する
→切替手続 （必要な物 ： 身分証明書、 国保の

保険証、 学生証か在学証明書）

□保険証をなくした
→再発行手続 （必要なもの ：身分証明書）

～国民健康保険の手続チェックリスト～

※身分証明書は、顔写真付きなら１点（免許証、マイナンバーカード等）、顔写真が

　ないものは２点（保険証、年金手帳等）必要となります。

問合せ先問合せ先

市民保健課国保年金係（窓口③）市民保健課国保年金係（窓口③）

　　　　　　　　 ☎㉒３９２２　　　　　　　　 ☎㉒３９２２

  
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
「
年
金
」
っ
て
と
っ
て
も
大
事

助
け
合
い
、
支
え
あ
う
「
年
金
」
っ
て
と
っ
て
も
大
事

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

～
国
民
年
金
の
免
除
制
度
～

～
国
民
年
金
の
免
除
制
度
～

　
　　

問
合
せ
先

問
合
せ
先　　

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

市
民
保
健
課
国
保
年
金
係
（
窓
口
③
）
☎
㉒
３
９
２
２

　（
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
は
１
６
，
９
８
０
円
で
す
。）

※
免
除
・
猶
予
を
ご
希
望
の
方
は　

毎
年
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
４
月

が
申
請
開
始
月
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

◇
学
生
納
付
特
例
制
度

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
を
１
年
度

と
し
、
学
生
本
人
の
前
年
所
得
に

基
づ
き
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

特
例
を
受
け
ら
れ
る
所
得
の
目
安

所
得
が
１
２
８
万
円
＋
（
扶
養
親

族
等
の
数
×
38
万
円
）

＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

手
続
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明

書
、
又
は
学
生
証
（
裏
面
に
有

効
期
限
、
学
年
、
入
学
年
月
日

の
記
載
が
あ
る
場
合
は
裏
面
も

含
む
）
の
写
し

◇
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

◇
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
、
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
保
険

料
納
付
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合

は
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付

が
免
除
に
な
り
ま
す
。

※
免
除
の
割
合
に
応
じ
て
需
給
額

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

免
除
と
な
る
所
得
の
目
安

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
以
下
の
場
合

⑴
全
額
免
除

　

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×

　

35
万
円
＋
32
万
円 

⑵
４
分
の
３
免
除

　

88
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控
除

額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑶
半
額
免
除

　

１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑷
４
分
の
１
免
除

　

１
６
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等
控

除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

⑸
納
付
猶
予
制
度

　

所
得
が
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋

１
）
×
35
万
円
＋
32
万
円　

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
わ
か
る
も
の

・
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
が
離

職
し
た
場
合
、
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
等
の
写
し
又
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写
し

◇
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

◇
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

障
害
や
死
亡
等
の
不
慮
の
事
態

が
発
生
し
た
と
き
、
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

や
老
齢
年
金
を
将
来
的
に
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
書
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
ま

と
め
て
納
付
す
る
と
お
得
に
な
る

前
納
制
度
や
、
納
め
忘
れ
が
少
な

く
、
便
利
な
口
座
払
い
も
あ
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

三
島
年
金
事
務
所

 

☎
０
５
５-

９
７
３-

１
１
６
６

　

20
歳
に
な
る
と
、
学
生
で
あ
っ

て
も
日
本
国
内
に
住
む
方
は
公
的

年
金
に
加
入
し
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
経
済
的
に
保
険
料
納

付
が
難
し
い
場
合
、
免
除
・
猶
予

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

し
も
だ

し
も
だ
健健
康康
川川
柳柳

　
　
　
　

　
　
　
　

作
品
紹
介

作
品
紹
介

バ
ス
の
旅
夢
は
遠
く
へ
近
場
か
ら

バ
ス
の
旅
夢
は
遠
く
へ
近
場
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
田　

豊
）

（
増
田　

豊
）

日
記
帳
空
欄
多
し
の
退
職
後

日
記
帳
空
欄
多
し
の
退
職
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

  　　

  

（
ね
こ
の
し
っ
ぽ
）

（
ね
こ
の
し
っ
ぽ
）

汗
か
い
て
期
待
し
な
が
ら
体
重
計

汗
か
い
て
期
待
し
な
が
ら
体
重
計

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

    

（
働
き
蟻
）

（
働
き
蟻
）

整
形
よ
り
整
体
が
い
い
わ
前
期
高
齢
者

整
形
よ
り
整
体
が
い
い
わ
前
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
バ
子
）

（
オ
バ
子
）

三
歩
で
も
散
歩
の
気
分
有
難
し

三
歩
で
も
散
歩
の
気
分
有
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
藤

（
後
藤  

瑞
義
）

瑞
義
）

「
出
船
入
船
三
千
艘
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
よ
そ
１
０
０
年
程
度
で
、
こ

の
番
所
の
機
能
は
神
奈
川
の
浦
賀

へ
と
移
転
し
ま
す
が
、
番
所
の
置

か
れ
た
大
浦
湾
の
磯
に
は
、「
も

や
い
石
」
と
呼
ば
れ
る
、
船
を
係

留
す
る
た
め
の
穴
が
現
在
も
多
く

残
っ
て
お
り
、
往
時
の
隆
盛
を
偲

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

幕
末
に
開
港
地
と
し
て
下
田
の

名
が
挙
が
っ
た
の
は
、
こ
う
し
た

歴
史
を
持
つ
港
と
し
て
、
面
目
躍

如
と
も
言
え
る
出
来
事
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
先　

企
画
課
政
策
推
進
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
２

　

「
船
舶
の
数
が
限
ら
れ
て
い
れ

ば
、
下
田
に
勝
る
港
は
あ
り
え
な

い
。
」
こ
れ
は
『
ペ
リ
ー
提
督
遠

征
記
』
の
文
中
に
お
い
て
、
下
田

港
を
評
し
た
一
節
で
す
。

　

開
港
に
先
立
ち
、
ペ
リ
ー
は
急

ぎ
艦
隊
か
ら
２
隻
を
下
田
へ
派
遣

し
、
湾
内
の
測
量
な
ど
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
が
、
案
外
こ
の
港
に

満
足
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

幕
府
の
思
惑
と
し
て
は
、
江
戸

湾
の
深
奥
部
に
近
づ
け
ま
い
と
し

て
伊
豆
半
島
の
南
端
が
選
ば
れ
た

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

一
方
で
港
と
し
て
の
下
田
の
役
割

は
と
て
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。

　

古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
衝
で

あ
っ
た
下
田
に
は
、
江
戸
時
代
の

初
め
、
「
船
改
番
所
」
が
置
か
れ
、

上
下
の
廻
船
を
検
問
す
る
「
海
の

関
所
」
と
し
て
機
能
し
ま
し
た
。

　

風
待
ち
を
す
る
た
め
に
入
港
し

た
船
が
、
所
狭
し
と
並
ん
で
お
り
、

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
７
０
年
前
、

１
８
５
４
年
３
月
に
日
米
和
親
条

約
が
神
奈
川
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
に
米
国
大
統
領
か
ら
の
開

国
を
促
す
親
書
を
届
け
て
い
た
ペ

リ
ー
は
、
半
年
で
再
び
日
本
を
訪

れ
、
開
国
と
い
う
目
的
の
第
一
段

階
を
達
成
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

「
鎖
国
」
体
制
に
あ
っ
た
日
本
に

お
い
て
、
こ
の
条
約
で
は
下
田
と

箱
館
の
２
か
所
を
開
港
地
と
し
て

定
め
、
公
式
に
米
国
と
の
国
交
が

開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
条
約
の
第
11
条
に

は
、
米
国
官
吏
を
日
本
に
置
く
こ

と
に
つ
い
て
定
め
た
条
文
が
あ

り
、
２
年
後
の
１
８
５
６
年
に
日

本
総
領
事
と
し
て
ハ
リ
ス
が
着
任

す
る
た
め
の
布
石
が
既
に
打
た
れ

て
い
た
の
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
条
約
に

よ
り
、
下
田
は
激
動
の
幕
末
史
の

表
舞
台
に
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

下
田
開
港
１
７
０
周
年
記
念
事
業

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
開
国
の
カ
ケ
ラ
を
集
め
て
」

「
海
の
関
所
」
か
ら

「
海
の
関
所
」
か
ら

　
　
　
　

日
本
の
開
港
地
へ

　
　
　
　

日
本
の
開
港
地
へ

日
米
和
親
条
約
で

日
米
和
親
条
約
で

　

下
田
は
歴
史
の
表
舞
台
に

　

下
田
は
歴
史
の
表
舞
台
に

豆州下田港之図（17 世紀）

もやい石
（大浦湾）



広報しもだ 2024. ３月号 - 8 -- 9 - 広報しもだ 2024. ３月号

　2004年に開催された「浜名湖花博」の20周年を記念し

て、今年の春に浜名湖ガーデンパークとはままつフラワー

パークの２つの会場で、「浜名湖花博2024」を開催します。

　チューリップやネモフィラ、バラ、マーガレットな

ど多種多様な満開の花々が会場を彩り、プロのガーデ

ンデザイナーが監修した庭園に加え、先端技術を駆使

したデジタルアトラクション、静岡県食材のグルメな

ど特別な魅力が満載です。

　いつもと違う感動がいっぱいの浜名湖花博 2024 に、

是非お越しください。

浜名湖ガーデンパーク会場

浜松市中央区村櫛町 5475-1

はままつフラワーパーク会場

浜松市中央区舘山寺町 195

日本の春は浜名湖から！

問合せ先　浜名湖花博 20 周年記念事業実行委員会

☎０５３-４８２-７３５０

日　　時　５月 17 日（金）18 日（土）19 日（日）

　　　　　10 時～ 19 時　※時間帯の調整可　

対　　象　中学生以上

内　　容　ステージ運営サポート、清掃サポート、鉄

　　　　　砲隊出演、ブース販売サポート等

特　　典　開国市スタッフ Tシャツ、お弁当、学生に　

　　　　　は公式ボランティア証明書

募 集 数　20 名程度

申込期限　３月６日（水）（一次締め切り）

会場の様子 ステージ

一緒に黒船祭開国市を

盛り上げてくれる人を募集します！

問合せ先　商店街開国市事務局（下田商工会議所内）

☎㉒１１８１(平日 10 時～ 17 時 )

黒船祭 商店街開国市黒船祭 商店街開国市
ボランティア大募集！ボランティア大募集！

第 85 回第 85 回

　今まで夜間の急な水道設備の修繕対応に、事業者に水道当番でご協力をしていただいておりましたが、

夜間 (17 時～翌日８時 30 分 ) の修繕に対応できる業者が減ったため、令和６年４月１日から水道当番工事

店の夜間対応業務がなくなります。

　◎休日等の修繕対応時間は、８時 30 分～ 17 時までとなります。

水道当番工事店の夜間対応業務について水道当番工事店の夜間対応業務について
問合せ先　上下水道課工務係　☎㉒１２００問合せ先　上下水道課工務係　☎㉒１２００

宅内の漏水に備えて、

日頃からバルブの開閉

の確認をお願いします。

日　　程　４月 24 日（水）～ 26 日（金）　２泊３日

内　　容　

　市が加盟しているフラワー都市交流連絡協議会の総会が令和

６年度は富山県砺波市で開催されます。市内見学や、加盟９都

市の市民交流団が集うフラワーパーティーに参加していただき

ます。

参加料金　92,000 円前後（参加人数により金額が変わります）

募集人員　18 名程度　※定員に達した時点で受付終了

申込期限　３月 29 日 ( 金 )

そ の 他　20 歳以上対象

申 込 先　東海バストラベル下田旅行センター　☎㉒２５１１

フラワー都市交流市民団募集！
問合せ先　観光交流課（窓口⑪）☎㉒３９１３

事業者の方へ事業者の方へ

「合理的配慮の提供」が義務化されます「合理的配慮の提供」が義務化されます

～障害者差別解消法の改正～～障害者差別解消法の改正～

　「障害者差別解消法」により定められている「合理

的配慮の提供」について、これまで公的機関は「義務」、

会社やお店等の事業者は「努力義務」とされていまし

たが、４月１日から、事業者による提供も「義務化」

されます。

　「合理的配慮の提供」についてご理解いただき、障

害の有無にかかわらず、だれもが暮らしやすいまちづ

くりにご協力お願いします。

障害者差別解消法

「障害による差別を解消し、誰もが分け隔てなく共生す

る社会を実現すること」を目的として施行された法律

合理的配慮の提供

障害のある人から「社会の中にあるバリアについて何

らかの対応を必要とする」と意思を伝えられた時に、

出来る範囲で対応（ルールや設備などの変更や調整）

すること

問合せ先　

福祉事務所障害福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

　この研修は、市内観光施設を実際に見学してもらい

知っているようで知らなかった下田の魅力を再認識

し、下田市に訪れた方へ紹介できるような研修となっ

ています。今回は主に下田の歴史について学ぶことが

できる内容となっています。

日　　時　３月 22 日（金）８時 30 分集合

　　　　　（17 時 15 分終了予定）

集合場所　道の駅開国下田みなと　４階会議室２

研修内容　講話及び市内観光施設等を見学します。　

参 加 費　無料（昼食は各自負担）

募集人数　15 人※事前予約制

申込期限　３月 20 日（水）

備　　考　どなたでも参加可能。

　　　　　定員に達した時点で受付終了。

申込・問合せ先　観光交流課（窓口⑪）☎㉒３９１３

下田おもてなしプログラム参加者募集下田おもてなしプログラム参加者募集

前回の様子（福岡県久留米市）

富山県砺波市のチューリップ
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こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　

「
花
見
酒
」　

～
春
ら
し
い
落
語
の
お
話
～

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

１日(月)　閉館（新年度準備）

２日(火)　開放開始

６日(土)　開館日　

12日(金)　わくわくタイム　＊午後閉館(清掃・消毒)

15日(月)　体育館で遊ぼう　９時30分～11時

　　　　　場所：市民スポーツセンター(サンワーク) 

17日(水)　敷根公園で遊ぼう　９時30分～11時

20日(土)　開館日

22日(月)　発育測定・育児相談　９時～11時

　　　　　保健師、栄養士来所

24日(水)　誕生会 10時30分～

25日(木)　こいのぼり製作

26日(金)　こいのぼり製作　午後閉館

※予定は変更になる場合があります。

　詳細は地域子育て支援センターにお問い合わせください。

誕 生 会

　木々の芽も膨らみ春の訪れを感じられるよう

になりました。この 1 年、子育て支援センター

では沢山の出会いがありました。お座りやハイ

ハイが上手になったり、ヨチヨチ歩きを始めた

お友達、一緒に遊ぶお友達もできました。そして、

すくすく大きくなっているお子さんの成長を改

めて感じさせてくれる季節でもあります。今月

は、「おおきくなったねの会」で一年間を振り返

り、みんなで成長を喜びあいましょう。

こ ま 作 り

交 通 安 全 教 室 鬼 の お 面 製 作

２/２　ぺるりんと一緒に募金活動

　能登半島地震の被災地支援として、下田中学校と

市内小学校で募金活動が行われました。ぺるりんも

登場し、多くの募金が集まりました。集まった募金

は商工会議所を通じて被災地へ届けられます。

２月の
できごと

　３日　 下田をきれいにする日

　７日　 「北方領土の日」 記念史跡めぐりウォーキング
　　16 日　 ほんとに知ってる？血圧のこと 　　

         　20 ～ 22 日　　下田中学校修学旅行

　         　　  　 　21 日　  寿大学

　                　　　　28 日　　令和５年度骨粗しょう症検診

２/初旬　鬼は外、福は内！　

　市内各地で節分行事が行われました。写真は下田

達磨大師節分祭の様子で、ゲストの方は来ませんで

したが、多くの人たちが壇上から撒かれるお菓子や

福豆に手を伸ばしていました。

２/15　楽天トラベル地域創生賞2023　
　市はふるさと納税の返礼品「楽天トラベルクーポ

ン」において顕著な実績を上げたことから「地域創

生賞 2023 ブロンズアワード」を受賞し、楽天グルー

プ株式会社から記念盾が贈呈されました。

２/７　北方領土の日

　「北方領土」の日記念史跡めぐりウォーキングを実

施しました。市内の小学生 72 名が参加し、「日露和

親条約締結の地」である下田の歴史と北方領土につ

いて学びました。

２/17　日本写真師の祖・下岡蓮杖

　道の駅開国下田みなとにて下岡蓮杖生誕200周年記

念事業が行われました。サプライズゲストとして女優

の五大路子さんも参加してくださいました。さらに、

特別展示室では蓮杖の作品も多数展示されました。

２/16　ほんとに知ってる？血圧のこと

　下田総合庁舎にて高血圧セミナーが開催されまし

た。25名が参加し、前半は血圧の仕組みや普段の生活で

意識することを勉強し、後半は実際に体を動かして、

ストレッチや姿勢の良くなる運動を体験しました。
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花
見
の
名
所
に
お
酒
を
持
っ
て

花
見
の
名
所
に
お
酒
を
持
っ
て

行
っ
て
ひ
と
儲
け
し
よ
う
と
、
兄

行
っ
て
ひ
と
儲
け
し
よ
う
と
、
兄

貴
分
と
弟
分
の
２
人
が
酒
屋
で
３

貴
分
と
弟
分
の
２
人
が
酒
屋
で
３

升
の
酒
を
仕
入
れ
て
一
杯
５
銭
で

升
の
酒
を
仕
入
れ
て
一
杯
５
銭
で

売
ろ
う
と
企
む
。

売
ろ
う
と
企
む
。
1010
銭
玉
の
客
の

銭
玉
の
客
の

釣
り
に
と
５
銭
玉
も
借
り
、
酒
樽

釣
り
に
と
５
銭
玉
も
借
り
、
酒
樽

を
棒
で
担
い
で
歩
き
出
す
。

を
棒
で
担
い
で
歩
き
出
す
。

　

途
中
、
弟
分
が
腹
が
減
っ
て
フ

　

途
中
、
弟
分
が
腹
が
減
っ
て
フ

ラ
フ
ラ
に
な
り
休
ま
せ
て
く
れ
と

ラ
フ
ラ
に
な
り
休
ま
せ
て
く
れ
と

言
う
。
「
一
杯
飲
み
て
ぇ
な
ぁ
」

言
う
。
「
一
杯
飲
み
て
ぇ
な
ぁ
」

と
つ
ぶ
や
い
て
、
ふ
と
、
気
づ
く
。

と
つ
ぶ
や
い
て
、
ふ
と
、
気
づ
く
。

あ
、
５
銭
持
っ
て
い
た
ん
だ
と
。

あ
、
５
銭
持
っ
て
い
た
ん
だ
と
。

で
、
兄
貴
に
こ
れ
で
一
杯
飲
ん
で

で
、
兄
貴
に
こ
れ
で
一
杯
飲
ん
で

い
い
か
訊
く
と
、
銭
を
払
え
ば
お

い
い
か
訊
く
と
、
銭
を
払
え
ば
お

め
え
も
客
だ
と
兄
貴
。
旨
い
旨

め
え
も
客
だ
と
兄
貴
。
旨
い
旨

い
と
飲
ん
だ
弟
分
は
、
あ
ー
生
き

い
と
飲
ん
だ
弟
分
は
、
あ
ー
生
き

返
っ
た
と
言
い
、
２
人
は
ま
た
歩

返
っ
た
と
言
い
、
２
人
は
ま
た
歩

き
出
す
。
と
、
今
度
は
兄
貴
分
が

き
出
す
。
と
、
今
度
は
兄
貴
分
が

ち
ょ
っ
と
く
た
び
れ
た
と
言
っ
て

ち
ょ
っ
と
く
た
び
れ
た
と
言
っ
て

止
ま
る
。
お
め
え
は
酒
飲
ん
で
元

止
ま
る
。
お
め
え
は
酒
飲
ん
で
元

気
に
な
っ
た
が
、
お
れ
は
飲
ん
で

気
に
な
っ
た
が
、
お
れ
は
飲
ん
で

な
い
と
。
す
る
と
、
「
兄
貴
、
５

な
い
と
。
す
る
と
、
「
兄
貴
、
５

銭
あ
る
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」
と
弟
分
。

銭
あ
る
じ
ゃ
ね
ぇ
か
」
と
弟
分
。

あ
っ
そ
う
か
、
お
れ
も
銭
を
払
え

あ
っ
そ
う
か
、
お
れ
も
銭
を
払
え

ば
い
い
よ
な
と
飲
む
。
本
当
に
う

ば
い
い
よ
な
と
飲
む
。
本
当
に
う

め
ぇ
や
と
か
言
っ
て
元
気
に
な

め
ぇ
や
と
か
言
っ
て
元
気
に
な

り
、
ま
た
担
い
で
歩
き
出
す
。

り
、
ま
た
担
い
で
歩
き
出
す
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
鰻
屋
が
あ

　

し
ば
ら
く
す
る
と
鰻
屋
が
あ

り
、
蒲
焼
き
の
い
い
匂
い
が
漂
っ

り
、
蒲
焼
き
の
い
い
匂
い
が
漂
っ

て
く
る
。
で
、
ま
た
弟
分
が
飲
む
。

て
く
る
。
で
、
ま
た
弟
分
が
飲
む
。

こ
う
し
て
替
わ
る
替
わ
る
飲
ん

こ
う
し
て
替
わ
る
替
わ
る
飲
ん

で
い
る
う
ち
花
見
場
に
到
着
し
、

で
い
る
う
ち
花
見
場
に
到
着
し
、

す
っ
か
り
酔
っ
た
２
人
が
よ
ー
し

す
っ
か
り
酔
っ
た
２
人
が
よ
ー
し

こ
れ
か
ら
稼
ぐ
ぞ
ぉ
と
酒
樽
を
見

こ
れ
か
ら
稼
ぐ
ぞ
ぉ
と
酒
樽
を
見

る
と
中
は
空
っ
ぽ
。
ど
う
し
た
こ

る
と
中
は
空
っ
ぽ
。
ど
う
し
た
こ

と
か
と
顔
を
見
合
す
２
人
。
下
げ

と
か
と
顔
を
見
合
す
２
人
。
下
げ

（
オ
チ
）
は
、
良
か
っ
た
良
か
っ

（
オ
チ
）
は
、
良
か
っ
た
良
か
っ

た
美
味
い
酒
が
５
銭
で
飲
め
た
、

た
美
味
い
酒
が
５
銭
で
飲
め
た
、

で
お
し
ま
い
。

で
お
し
ま
い
。

　

こ
の
落
語
は
、
経
済
学
の
教
材

　

こ
の
落
語
は
、
経
済
学
の
教
材

に
も
な
っ
て
い
る
と
か
。

に
も
な
っ
て
い
る
と
か
。

　

下
田
市
は
人
口
２
万
人
弱
で
、

　

下
田
市
は
人
口
２
万
人
弱
で
、

高
齢
者
が
多
い
。
都
市
規
模
に

高
齢
者
が
多
い
。
都
市
規
模
に

照
ら
す
と
、
飲
食
店
等
個
人
商

照
ら
す
と
、
飲
食
店
等
個
人
商

店
の
数
が
か
な
り
多
い
と
い
う

店
の
数
が
か
な
り
多
い
と
い
う

の
が
我
が
ま
ち
の
特
徴
で
す
が
、

の
が
我
が
ま
ち
の
特
徴
で
す
が
、

そ
れ
は
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
の

そ
れ
は
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
等
の

来
訪
者
が
相
当
数
い
る
か
ら
こ

来
訪
者
が
相
当
数
い
る
か
ら
こ

そ
成
立
す
る
も
の
で
す
。

そ
成
立
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
産
業
構
造
の
中
心
は

　

本
市
の
産
業
構
造
の
中
心
は

観
光
業
。
コ
ロ
ナ
「
５
類
」
の

観
光
業
。
コ
ロ
ナ
「
５
類
」
の

こ
れ
か
ら
は
、
ま
ち
の
魅
力
づ

こ
れ
か
ら
は
、
ま
ち
の
魅
力
づ

く
り
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
も
っ

く
り
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
、
も
っ

と
も
っ
と
お
客
様
に
来
て
も
ら

と
も
っ
と
お
客
様
に
来
て
も
ら

い
、
経
済
が
し
っ
か
り
回
る
よ

い
、
経
済
が
し
っ
か
り
回
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
兄
貴
と
弟
分
で
飲
み
干
し

す
。
兄
貴
と
弟
分
で
飲
み
干
し

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
。

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
。



※
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ

れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
の
み

で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

給
付
額

対
象
世
帯
１
世
帯
に
つ
き
７
万
円

※
１
世
帯
１
回
限
り
。
他
市
町
で

受
給
し
た
場
合
は
対
象
外
。

手
続
方
法

　

対
象
世
帯
に
は
、
通
知
文
を
市

か
ら
２
月
中
旬
以
降
に
送
付
し
て

お
り
ま
す
。
原
則
、
今
年
度
に
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
（
１
世
帯
あ
た

り
３
万
円
）
を
受
給
し
た
方
は
、

同
じ
口
座
に
振
込
み
ま
す
の
で
受

給
申
請
の
手
続
は
不
要
で
す
。

※
前
回
の
受
給
後
に
課
税
状
況
や

世
帯
構
成
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

手
続
や
給
付
の
可
否
等
の
要

件
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
そ
れ
以
外
の
方
（
今
年
度
に

３
万
円
を
受
給
し
て
い
な
い

方
）
に
つ
い
て
は
、
確
認
書
又

は
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
内
容
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

・
世
帯
主
以
外
の
口
座
に
は
原
則

振
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
既
に
他
自
治
体
で
７
万
円
の
給

付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
対
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３
月
下
旬
か
ら
４
月
初
旬
は
、

転
勤
や
進
学
な
ど
に
よ
り
窓
口
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
混
雑
の
緩

和
の
た
め
、
市
民
保
健
課
市
民
係

（
２
番
窓
口
）
の
受
付
時
間
延
長
・

休
日
受
付
を
行
い
ま
す
。

窓
口
開
設
日
及
び
時
間

３
月
27
日(

水)

～
４
月
２
日(

火)

平
日
17
時
15
分
～
19
時
30
分

土
日 

９
時
～
17
時

受
付
内
容

転
入
・
転
出
・
転
居
、
戸
籍
届
出

書
受
理
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
抄
本
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
申
請
・
更

新
、
旅
券
交
付

※
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
申
請
な

ど
受
付
で
き
な
い
手
続
も
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
本
給
付
金
は
、
法
令
に
よ
り
非

課
税
及
び
差
押
禁
止
等
の
取
扱

い
に
な
り
ま
す
。

受
付
・
問
合
せ
先

市
役
所
別
館
給
付
金
受
付
窓
口

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
５
７
１

受
付
時
間　

平
日
９
時
～
17
時

　

上
下
水
道
課
に
て
販
売
し
て
お

り
ま
す
汚
泥
肥
料
の
価
格
を
改
定

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

価
格
改
定
に
伴
い
、
注
文
が
殺

到
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
購
入
の
際
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

価
格
改
定
日

令
和
６
年
４
月
１
日

対
象
製
品

下
田
市
汚
泥
再
生
肥
料

（
か
ん
と
り
ー
ス
ー
パ
ー
静
岡
２
号

（
20
㎏
））

変
更
価
格　

１
袋　

４
０
０
円
→
４
５
０
円

（
消
費
税
込
）

問
合
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
２
０
０

助
成
す
る
事
業
で
す
。
大
賀
茂
区

で
は
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
受
け
て
、
祭
典
用
備
品
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
歴
史
あ
る

地
域
の
伝
統
行
事
を
引
継
い
で
い

く
た
め
の
体
制
が
整
い
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

企
画
課
企
画
調
整
係

　
　

 　
　
　
　

 

☎
㉒
２
２
１
２

　

物
価
高
に
よ
る
影
響
に
最
も
切

実
に
苦
し
ん
で
い
る
低
所
得
世
帯

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対
し
、

１
世
帯
当
た
り
７
万
円
を
支
給
す

る
給
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

住
民
税
非
課
税
世
帯

　

令
和
５
年
12
月
１
日
現
在
に
お

い
て
市
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い

る
方
で
、
世
帯
全
員
の
令
和
５
年

度
分
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
で
あ
る
世
帯
。

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
延
滞

金
の
加
算
や
、
滞
納
処
分
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

特
別
な
事
情
で
納
付
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
課
収
納
係

　
　

 

（
窓
口
⑦
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
は
地
域
の
健
全
な
発
展
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
宝
く
じ

の
収
益
を
財
源
と
し
て
、
自
治
会

の
設
備
や
備
品
の
整
備
に
対
し
て

 

窓
口
受
付
時
間
の
延
長
と

窓
口
受
付
時
間
の
延
長
と

　
　
　
　
　

休
日
受
付
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

休
日
受
付
に
つ
い
て

市
税
等
の
納
め
忘
れ
は

市
税
等
の
納
め
忘
れ
は

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
か
？

地
域
に
貢
献
！

地
域
に
貢
献
！

宝
く
じ
助
成
！

宝
く
じ
助
成
！

３月の納税
納期：４月１日（月）

後期高齢者医療保険料 ８期

※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

大賀茂区の整備例

下
田
市
物
価
高
騰
対
応

下
田
市
物
価
高
騰
対
応

　
　

重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

　
　

重
点
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

下
田
市
汚
泥
再
生
肥
料

下
田
市
汚
泥
再
生
肥
料

        
        

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

あ
な
た
も
い
っ
し
ょ
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

た
だ
い
ま
令
和
６
年
度
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
就
職
は
望
ま

な
い
が
経
験
、
技
術
、
技
能
を
生

か
し
て
働
き
た
い
。
何
ら
か
の
収

入
を
得
た
い
。
地
域
社
会
に
役
立

て
た
い
と
い
う
健
康
で
、
意
欲
の

あ
る
方
は
入
会
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
な
仕
事
の
種
類

　

草
刈
、
草
取
、
植
木
せ
ん
定
、

伐
採
、
大
工
、
塗
装
、
掃
除
、
通

行
案
内
、
そ
の
他
作
業
な
ど
。

入
会
手
続
と
条
件

①
市
内
に
在
住
し
て
い
る
方

②
年
齢
が
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

③
年
会
費
１
０
０
０
円

※
申
込
用
紙
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　

下
田
市
六
丁
目
１
番
４
号

問
合
せ
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
４
２
２
２

そ
の
他

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
の
注
文
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
族
が
急
に
状
態
が
悪
く
な
っ

た
時
、
街
で
倒
れ
た
方
が
心
肺
停

止
状
態
だ
っ
た
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
？　

　

高
齢
化
が
進
み
在
宅
で
療
養
介

護
さ
れ
る
方
が
増
え
る
一
方
、
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
な

ど
、
日
常
生
活
に
突
然
襲
い
掛
か

る
災
難
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

行
動
を
と
り
、
ど
の
よ
う
な
対
応

が
出
来
る
の
か
。
知
識
を
身
に
付

け
訓
練
（
体
験
）
す
る
こ
と
は
、

自
分
や
他
人
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

　

「
い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
」
、
皆

で
救
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
16
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時

場
所　

南
伊
豆
町
役
場　

湯
け
む
り
ホ
ー
ル

対
象　

下
田
市
・
南
伊
豆
町
在
住
の
方

ひ
と
り
で
下
校
す
る
と
き
が

ひ
と
り
で
下
校
す
る
と
き
が

                   
                   

危
な
い

危
な
い

　

昨
年
警
察
に
通
報
の
あ
っ
た

「
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案

な
ど
の
不
審
者
情
報
」
は
県
内
で

１
１
９
６
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
下

田
警
察
署
管
内
で
は
９
件
の
通
報

が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
不
審
者
に
声
を
か
け

ら
れ
る
時
の
多
く
は
、
一
人
で
下

校
し
て
い
る
時
で
す
。

　

お
子
様
の
い
る
ご
家
庭
は
、
ラ

ン
ド
セ
ル
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
付

け
、
し
っ
か
り
音
が
鳴
る
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　

春
休
み
中
は
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ

プ
を
使
っ
て
防
犯
ブ
ザ
ー
を
身
に

つ
け
た
り
、
バ
ッ
グ
な
ど
の
鳴
ら

し
や
す
い
場
所
に
取
り
付
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

防
犯
標
語
【
イ
カ
の
お
す
し
】　

・
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

・
知
ら
な
い
人
の
車
に
の
ら
な
い

・
『
助
け
て
！
』
と
お
お
き
い
声

を
出
す

・
怖
か
っ
た
ら
大
人
の
い
る
方
に

す
ぐ
逃
げ
る

・
ど
ん
な
人
が
何
を
し
た
か
家
の

人
に
し
ら
せ
る

問
合
せ
先

下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉗
２
７
６
６

　

献
体
と
は
、
死
後
に
自
身
の
ご

遺
体
を
医
学
生
の
解
剖
学
実
習
の

た
め
に
、
大
学
に
無
償
で
提
供
い

た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

解
剖
学
実
習
は
「
科
学
的
探
究

心
と
専
門
知
識
に
基
づ
く
問
題
解

決
能
力
を
持
つ
医
師
」
を
育
て
る

た
め
の
大
切
な
学
問
で
す
。
実
習

に
は
多
く
の
献
体
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
お
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

条
件

①
静
岡
県
在
住
で
あ
る
こ
と

②
55
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

③
本
人
の
意
思
で
あ
る
こ
と

④
親
族
の
同
意
が
あ
る
こ
と

な
ど
。

問
合
せ
先

浜
松
医
科
大
学
白
菊
会
事
務
局（
浜

松
医
科
大
学 

総
務
課 

総
務
係
内
）

 

☎
０
５
３-

４
３
５-

２
１
２
０

　

 

内
容　

　

家
族
の
急
変
時
や
災
害
時
に
お

け
る
救
急
時
の
対
応
と
、
救
急
搬

送
す
る
場
合
の
知
識
を
学
び
、
併

せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細

動
器)

の
使
い
方
を
身
に
付
け
る
。

入
場　

無
料

定
員　

60
名

講
師　

下
田
消
防
本
部　

救
急
救
命
士　

申
込
・
問
合
せ
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㊱
４
１
４
６

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

賀
茂
地
区
在
宅
医
療
介
護
連
携
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
３
５
３
５

住
民
向
け
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

住
民
向
け
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

～
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ

～
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ

　

救
急
時
の
対
応
と
救
急
搬
送

　

救
急
時
の
対
応
と
救
急
搬
送

　
　

の
依
頼
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～

　
　

の
依
頼
に
つ
い
て
学
ぼ
う
～

（広告）

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

医
学
の
発
展
の
た
め

医
学
の
発
展
の
た
め

　
　
　

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　
　

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

↑詳細はこちら↑



須　

崎　

大
谷
す
み
代　

26　

87

白　

浜　

藤
井　

勇　
　

21　

89

　

〃　
　

金
指
か
つ
江　

17　

91

　

〃　
　

野
中
み
ち
子　

23　

86

２
月
届

六
丁
目　

高
見
澤　

茂　

８　

62

敷　

根　

齊
藤　

學　
　

１　

79

河　

内　

加
藤　

延
夫　

13　

90

　

〃　
　

土
屋　

宣
夫　

５　

81

東　

中　

土
屋　

繁
雄　

８　

94

　

中　
　

村
山
　
ま
ゑ　

７　

94

田　

牛　

渡
邉　

長
夫　

11　

94

柿　

崎　

増
田　

岱
子　

13　

97

須　

崎　

山
本　

 

稔 　

８　

87

相　

玉　

芳
屋
と
き
え　

１　

89

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

広報しもだ 2024. ３月号 - 14 -

　成人向け　書名 著者名 出版社

守護者の傷 堂場　瞬一 KADOKAWA

国歌を作った男 宮内　悠介 講談社

フェスタ 馳　星周 集英社

方舟を燃やす 角田　光代 新潮社

民事訴訟・執行・保全の法律知識 森　公任 三修社

児童向け　書名 著者名 出版社

せがのびる やぎゅうげんいちろう 福音館書店

つぼみ　実物大ずかん 高岡　昌江 あすなろ書房

ともだち 椰月　美智子 小学館

日本の神々の物語 小沢　章友 /作 講談社

恋愛ってなんだろう？ 大森　美佐 平凡社

- 15 - 広報しもだ 2024. ３月号

今月のミニミニあーとぎゃらりー ２月のミニミニあーとぎゃらりー

図書館ニュース

下田開港 170 周年記念～ペリーの遠征記～　

『ペリー提督日本遠征記』上・下巻

M・C・ペリー　F・L・ホークス /編纂　宮崎籌子 /監訳　　角川ソフィア文庫

　下田開港の中心人物であるペリー提督。彼は日米和親条約締結の経緯、日本の産業・風俗

などを記した遠征記録を残しています。

　条約交渉にむけ、日本についての周到な情報収集と冷静な分析を行っており、その記述や

絵から当時の日本の様子が詳しくわかる興味深い資料です。ぜひ読んでください。

今月の特集
　2023 年ベストリーダー　＆　自殺対策強化月間

2023 年に下田市立図書館で貸出の多かった本の展示と、3月の「自殺対策強化月間」に合わせ、

福祉事務所と連携して「こころの健康」に関する本を集め展示しています。

日ロ協会下田支部
「2/7 日露和親条約締結 169 周年」
-下田で締結された日ロ間の最初の条約-

１
月
16
日
か
ら
２
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

１
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

柿　

崎　

須
藤　

大だ
い
き
ち吉　

佐
吉

白　

浜　

増
子　

聖せ

と統　

聖
剛

２
月
届

西
本
郷　

柴
田　

陽よ

う宇　

健
人

　

〃　
　

柴
田　

晄お

う宇　

健
人

北
湯
ヶ
野　

土
屋　

陽ひ

よ

り和　

光
成

大
賀
茂　

車
澤　

晴せ

な渚　

 

卓

１
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

二
丁
目　

大
村　

勝
利　

24　

82

西
本
郷　

渥
美　

幸
子　

26　

94

大　

沢　

土
屋
喜
代
子　

26　

84

吉
佐
美　

笹
本　

か
る　

30　

108

　

〃　
　

金
子　

榮
治　

28　

90

大
賀
茂　

上
中　

廣
美　

16　

85

柿　

崎　

赤
堀　

紀
人　

25　

74

　

〃　
　

鈴
木
登
亀
男　

18　

95

　

〃　
　

長
友　

一
見　

29　

85

人のうごき
    住民登録人口 ２月１日 増減

男　   ９，５３６　　　　－１４

女 　１０，１３４　　　　－２６

計 　１９，６７０　　　　－４０ 

  　　世帯数　  １０，４３６

　　　出　生  　５　　 転　入　　４３

　　　死　亡  ４５　　 転　出　　４３

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

富田利子

私の好きな絵本

～あなたはどの絵本が好きですか？～

　

痛
み
を
感
じ
た
と
き
、
ご
自
身

の
判
断
で
市
販
の
鎮
痛
剤
を
用
い

て
対
処
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
鎮
痛

剤
は
痛
み
の
緩
和
に
は
有
効
で
す

が
、
痛
み
の
原
因
を
治
療
す
る
薬

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
些
細
な
痛
み

が
病
気
の
不
調
の
サ
イ
ン
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
早

め
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
受

診
の
際
に
は
痛
み
が
①
い
つ
か
ら

（
き
っ
か
け
）
②
ど
こ
が
③
ど
ん
な

ふ
う
に
④
痛
み
に
よ
る
日
常
生
活

の
問
題
に
つ
い
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
項
目
を
受
診
の
際
に

伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
、
痛
み
の

種
類
や
対
応
に
役
立
ち
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
は
、
我
慢
を
美
徳

と
す
る
精
神
文
化
の
影
響
や
認
知

症
な
ど
年
齢
に
伴
う
感
覚
の
変
化

か
ら
痛
み
を
訴
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
動
き
や
睡
眠
状
況
、
表

情
や
反
応
な
ど
普
段
と
の
違
い
か

ら
骨
折
に
気
づ
い
た
例
も
あ
り
ま

す
。
体
の
苦
痛
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ず
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ

と
が
増
え
た
、
物
忘
れ
が
多
い
な

ど
、
一
見
認
知
症
の
症
状
と
似
た

反
応
で
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

つ
ら
さ
を
言
え
な
い
方
こ
そ
、
ご

家
族
や
周
囲
の
方
に
よ
る
日
頃
か

ら
の
注
意
深
い
関
心
が
早
期
発
見

の
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

　

痛
み
を
放
置
し
慢
性
的
に
な
る

と
、
痛
み
の
伝
達
物
質
が
増
加
し
、

痛
み
を
和
ら
げ
る
働
き
が
弱
く
な

り
ま
す
。
慢
性
化
し
た
痛
み
は
些

細
な
刺
激
も
痛
み
と
感
じ
、
治
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
痛
み
の
た
め

に
意
欲
や
集
中
力
の
低
下
、
不
眠

な
ど
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

痛
み
は
体
か
ら
の
危
険
を
知
ら

せ
る
サ
イ
ン
で
す
。
先
々
後
悔
し
な

い
為
に
も
早
め
に
受
診
し
あ
な
た

ら
し
く
健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

痛
み
を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

３
Ａ
病
棟

　
　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

恵
美

４月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

４月４日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

11：00 ～ 16：00
市民文化会館
大会議室

４月９日
（火）

２歳児
健康相談

Ｒ４年
３月生

８：50 ～９：50 中央公民館
２歳６か月
児健康相談

Ｒ３年
９月生

４月10日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所

第２委員会室

市民相談

10：00 ～ 15：00
市役所

第３委員会室

４月24日
（水）

10：00 ～ 15：00
市役所

第１委員会室

４月 26日
（金）

事故相談 13：00 ～ 15：30
市役所

第３委員会室

問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

事故相談：防災安全課消防安全係（窓口⑩）☎㊱４１４５

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

３月28日
（木）

３歳児健診
Ｒ３年１月１日～

Ｒ３年２月 28 日生

12：50

～14：00
中央公民館

４月19日
（金）

１歳６か
月児健診

Ｒ４年８月１日～

Ｒ４年10月15日生

12：50

～14：00
市民文化会館
大会議室

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

３月１日～３月３日 土屋設備 22-6506

３月４日～３月 10 日 ㈱外岡組
22-1769
22-1250

３月 11 日～３月 17 日 斉藤住設 22-7245

３月 18 日～３月 24 日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

３月 25 日～３月 31 日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

※４月以降の当番工事店につきましては決定次第市ホーム

ページ等で公開します。ご迷惑をお掛けしますが、ご理

解のほどよろしくお願いいたします。

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）
　子育て中の保護者、子ども同士の交流の場
　日時　３月 21 日（木）10：00 ～ 12：00
　　　　４月 18 日（木）10：00 ～ 12：00
　場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

市公式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（インスタグラム）

Instagram

市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５



味
を
持
つ
人
に
向
け
て
、
農
業
の

味
を
持
つ
人
に
向
け
て
、
農
業
の

魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

魅
力
に
触
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
等
の

高
齢
化
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
等
の

問
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
は
農
業

問
題
も
あ
る
た
め
、
今
後
は
農
業

事
業
の
継
承
や
そ
の
担
い
手
に
つ

事
業
の
継
承
や
そ
の
担
い
手
に
つ

い
て
様
々
な
こ
と
を
考
え
て
い
く

い
て
様
々
な
こ
と
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

今
後
の
展
望

　

今
年
は
、
元
旦
か
ら
思
い
も
よ

　

今
年
は
、
元
旦
か
ら
思
い
も
よ

ら
な
い
出
来
事
が
発
生
し
、
今
を
生

ら
な
い
出
来
事
が
発
生
し
、
今
を
生

き
る
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

き
る
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
下
田
で
暮
ら
し
て

　

そ
の
な
か
で
下
田
で
暮
ら
し
て

思
う
こ
と
は
、
下
田
は
ど
こ
を
切

思
う
こ
と
は
、
下
田
は
ど
こ
を
切

り
取
っ
て
も
絵
に
な
る
と
て
も
素

り
取
っ
て
も
絵
に
な
る
と
て
も
素

晴
ら
し
い
場
所
で
あ
る
と
と
も

晴
ら
し
い
場
所
で
あ
る
と
と
も

に
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
大
き

に
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
が
大
き

な
場
所
だ
と
言
う
事
で
す
。
ど
こ

な
場
所
だ
と
言
う
事
で
す
。
ど
こ

に
住
ん
で
い
て
も
そ
の
リ
ス
ク
は

に
住
ん
で
い
て
も
そ
の
リ
ス
ク
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ

て
も
合
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
今
後
ど
こ
で
何
を
し

　

私
自
身
、
今
後
ど
こ
で
何
を
し

て
ど
う
生
き
る
か
が
課
題
で
す
。

て
ど
う
生
き
る
か
が
課
題
で
す
。

明
日
は
我
が
身
と
い
う
気
持
ち
を

明
日
は
我
が
身
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
つ
つ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

持
ち
つ
つ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
下
田
で
過
ご
し
た
時
間
を

と
し
て
下
田
で
過
ご
し
た
時
間
を

大
切
に
し
て
、
大
事
な
人
た
ち
と

大
切
に
し
て
、
大
事
な
人
た
ち
と

後
悔
し
な
い
生
き
方
に
し
た
い
と

後
悔
し
な
い
生
き
方
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
農
林
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

　

広
報

し
も

だ
　

令
和

６
年

３
月

１
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 須崎にお住いの

 　中村　洋輔さん・真由さんの

    長 女　木
こ と

音　ちゃん （１歳１か月）

　　長 男　海
かいうん

雲　くん   （１歳１か月）

のんびりマイペースだけどしっかり者の木音ちゃ

ん、なんでも興味津々でわくぱくな海雲くん！

下田の自然でたくさん遊んで、２人で仲良く

元気に大きくなります！

　　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
里
山
づ
く
り
部
門

お
こ
し
協
力
隊
里
山
づ
く
り
部
門

の
田
中
裕
香
で
す
。

の
田
中
裕
香
で
す
。

  

こ
れ
ま
で
色
々
な
活
動
を
通
し

こ
れ
ま
で
色
々
な
活
動
を
通
し

て
関
わ
れ
た
方
々
に
は
大
変
感
謝

て
関
わ
れ
た
方
々
に
は
大
変
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

を
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ

ｍ
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
下

ｍ
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
下

田
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
広

田
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
広

報
掲
載
も
残
り
僅
か
に
な
り
ま
す

報
掲
載
も
残
り
僅
か
に
な
り
ま
す

の
で
、
活
動
報
告
と
共
に
素
直
な

の
で
、
活
動
報
告
と
共
に
素
直
な

感
想
も
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

感
想
も
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

ま
さ
ね
ぇ
に
よ
る
獣
害
対
策

ま
さ
ね
ぇ
に
よ
る
獣
害
対
策

　

鳥
獣
被
害
に
苦
し
む
全
国
の

　

鳥
獣
被
害
に
苦
し
む
全
国
の

様
々
な
地
域
か
ら
相
談
が
後
を
絶

様
々
な
地
域
か
ら
相
談
が
後
を
絶

た
な
い
と
い
う
獣
害
研
究
家
の
井

た
な
い
と
い
う
獣
害
研
究
家
の
井

上
雅
央
氏
（
通
称
ま
さ
ね
ぇ
）
に

上
雅
央
氏
（
通
称
ま
さ
ね
ぇ
）
に

よ
る
講
習
会
が
、
南
伊
豆
町
と
と

よ
る
講
習
会
が
、
南
伊
豆
町
と
と

も
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

も
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
は

下
大
沢
地
区
に
て
行
わ
れ
ま
し

下
大
沢
地
区
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
追
い
払
い
の
た
め
の

た
。
今
回
は
追
い
払
い
の
た
め
の

花
火
の
発
射
装
置
の
使
い
方
か
ら

花
火
の
発
射
装
置
の
使
い
方
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
集
落
点
検
等
を
し

ス
タ
ー
ト
し
、
集
落
点
検
等
を
し

て
地
域
の
方
々
と
共
に
私
も
楽
し

て
地
域
の
方
々
と
共
に
私
も
楽
し

み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
先
祖

み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
先
祖

代
々
受
け
継
い
で
き
た
地
域
だ
か

代
々
受
け
継
い
で
き
た
地
域
だ
か

ら
こ
そ
自
分
た
ち
で
守
ら
な
い
と

ら
こ
そ
自
分
た
ち
で
守
ら
な
い
と

い
け
な
い
と
、
ま
さ
ね
ぇ
の
話
に

い
け
な
い
と
、
ま
さ
ね
ぇ
の
話
に

耳
を
傾
け
る
積
極
的
な
地
域
住
民

耳
を
傾
け
る
積
極
的
な
地
域
住
民

の
意
欲
が
伺
え
、
と
て
も
感
動
い

の
意
欲
が
伺
え
、
と
て
も
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
域

で
は
高
齢
の
住
民
同
士
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ

で
は
高
齢
の
住
民
同
士
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
繋
が
っ
て
い
て
、
小
さ
な
集

Ｅ
で
繋
が
っ
て
い
て
、
小
さ
な
集

落
だ
か
ら
助
け
合
う
、
連
絡
し
合

落
だ
か
ら
助
け
合
う
、
連
絡
し
合

う
よ
う
に
し
て
い
る
と
お
聞
き

う
よ
う
に
し
て
い
る
と
お
聞
き

し
、
危
機
管
理
も
素
晴
ら
し
い
地

し
、
危
機
管
理
も
素
晴
ら
し
い
地

域
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

域
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

つ
な
い
で
い
く
こ
と

つ
な
い
で
い
く
こ
と

　

私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
里

　

私
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
里

山
作
り
部
門
と
し
て
下
田
に
来
て

山
作
り
部
門
と
し
て
下
田
に
来
て

か
ら
、
高
齢
化
に
よ
り
維
持
管
理

か
ら
、
高
齢
化
に
よ
り
維
持
管
理

が
出
来
な
く
な
っ
た
畑
や
果
樹
園

が
出
来
な
く
な
っ
た
畑
や
果
樹
園

の
管
理
な
ど
も
務
め
て
き
ま
し
た

の
管
理
な
ど
も
務
め
て
き
ま
し
た

が
、
い
く
つ
か
の
農
地
を
管
理
し

が
、
い
く
つ
か
の
農
地
を
管
理
し

た
と
こ
ろ
で
、
管
理
さ
れ
な
い
場

た
と
こ
ろ
で
、
管
理
さ
れ
な
い
場

所
が
ま
だ
ま
だ
増
え
て
い
く
こ
と

所
が
ま
だ
ま
だ
増
え
て
い
く
こ
と

に
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。

に
不
安
を
覚
え
ま
し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
管
理
さ
れ
な

　

高
齢
化
に
伴
い
、
管
理
さ
れ
な

い
農
地
や
空
き
家
が
増
え
て
い
く

い
農
地
や
空
き
家
が
増
え
て
い
く

と
そ
こ
は
動
物
の
餌
場
や
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伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→

地域おこし協力隊の地域おこし協力隊の
活動報告活動報告


